








　神経芽腫マススクリーニングで発見された神経芽腫症例はその治療法に関わらずその大

部分は予後良好であり手術は縮小傾向へ、化学療法は軽度に施行するか、早期症には無施

行の選択が増えてきている。また、最近、無治療経過観察の報告もあり、その大部分は良

好な経過をたどっている。

  その治療効果を判定する時、マススクリーニング施行時期においてマススクリーニング

施行前の時期に対する神経芽腫による死亡率が低下したか否かが指標となるが、その場合

に治療法の進歩による生存率への影響を考慮にいれるべきである。この時、マススクリー

ニングで発見される症例の大部分は早期症例であり、自然退縮例も合まれると考えられる

ので治療法の進歩を検討するためには非マスマススクリーニング症例 (非マススクリーニ

ング症例とは、マススクリーニング未受診群とマススクリーニング陰性後に発見された症

例)を対象として比較した方が妥当と思われる。


